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KOA株式会社（B）

　1994年 7月、夏の陽ざしが降り注ぐ「匠の里」のオフィスで、印刷ショップのプロダクツマ

ネジャー倉田氏（写真 1参照）は、向山社長の指示を思い出しながら、彼自身の考えを整理して

いた。

　「自分が担当している印刷ショップでは、リードタイム短縮を進めると共に、原価管理に

ついても、自部門で短いサイクルで計算できるように、仕組みを整え、皆を教育し、管理水

準を高めてきました。そして現在では、月レベルで製品別の採算を計算できるレベルになっ

ています。しかし、社長からは、日レベルで製品別の採算を計算できるようにしなさい、と

いう宿題をもらっています。印刷工程では、製品間で共通の材料や設備を使っているので、

それらの原価を製品毎に分けて把握するのは、それほど簡単なことではありません。それに、

今年の9月から印刷ショップ（前工程）を製品別に4つのショップに分ける計画になってい

るのですが、多くの製品に共通に使用される材料の発注などの仕事は、むしろ今より複雑に

なってしまう恐れがあるように思えてならないのです。」

「匠の里」の組織体制

　「匠の里」は、角形（チップ形）抵抗器の専門工場として、1992年 3月に下伊那生産部（長野

県飯田市）に作られた（写真2参照）。8,600坪余りのゆったりした敷地に、養蚕農家を思わせ

る白い漆喰で塗られた工場建屋（床面積 1,183坪）があり、その周囲を従業員自らの手で植樹

された苗木が囲み、静かで、外観からはとても工場とは思えないほど見事に伊那谷の自然に溶け

込んでいた。下伊那生産部には全体で 320名が勤務しており、付属資料 1の組織図に示すように、

「匠の里」の他に、阿智と中央という 2つの工場を有していた。「匠の里」では、「信頼」を経営

5

10

15

20

25

30

91-94-13057

本ケースは、標記企業の理解と協力を得て、慶應義塾大学ビジネス・スクール教授の小野桂之介と助教授の 
河野宏和が共同で作成した。このケースは、クラス討議で教育目的に用いるためのものであり、経営管理の良否
あるいは関係者の判断の適否を示唆するものではない。

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、複製等についての問い合わせ先は慶應義塾
大学ビジネス・スクール (〒 223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉 4丁目 1番 1号、電話 045-564-2444、e-mail:
case@kbs.keio.ac.jp)。また、注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/ へ。慶應義塾大学ビジネス・スクールの許
可を得ずに、いかなる部分の複製、検索システムヘの取り込み、スプレッドシートでの利用、またいかなる方法 
( 電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない )による伝送も、これを禁ずる。
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